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出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事。

＜部屋移動＞

・堀込　孫四郎様～206号室へ転入予定でしたが、転倒転落のリスクがある為、204号室へ移動しています。

・大澤　チヨ様～隣の部屋の音がうるさいと訴えあり、111号室から114号室へ移動しています。114号室の返却荷物は111号室へ移しています。

＜連絡事項＞

・薬局より

年末、年始の定期薬についてですが、Ｈ28.12.28服用分は12.27午前（ＡＭ8：30以降）Ｈ29.1．4　服用分は12.29午後（ＰＭ３時以降）に病棟に渡します。処方箋は一週間分ずつの記載です。

・本日と明日、院内研修がありますので、出席して下さい。

・退院療養計画書のＳＷの欄は生駒さんの名前で記入して下さい。

・経管栄養のボトルを掛ける点滴スタンドが届いた為、使用して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・戸田　スミ様～本日妙水苑スタッフが長女様と一緒に本人を見に来られています。主治医より退院の許可ありましたので、担当スタッフは退院準備すすめて下さい。

・八木橋　タカ様～11／22、14：30に南山苑へ退院予定。ご家族は来られないそうです。

・横澤　春治様～入浴時につまづき、左膝擦過傷おり、ガーゼ保護しています。

・大崎　トシ様～本日今後についての面談をＳＷと相馬ＳＧＭと病棟スタッフで実施しています。12／30～1／3まで外泊希望あり、Ｄｒから許可が下りないもしくは期間短縮等の指示があれば御家族へ連絡し、下りれば連絡しないという事を四男様へ伝えています。

＜要注目患者様＞

・中川原　一夫様～バイタル異常は無く、酸素飽和濃度は95％～93％で経過。べッド上体動活発で、柵に足を上げたり、「おーい」とスタッフを呼んでいます。痰鳴あり、都度吸引し中等量引けています。尿道口からの出血はほとんど見られません。

・岩舘　邦子様～バイタル異常は無く、酸素飽和濃度は96％～99％で経過。午前中は痰鳴も見られませんでした。8：00に点滴が逆流しており差し替えています。その後はトラブル無く点滴を行っています。

・眞角　とせ様～マーゲンチューブの交換をしています。

・大澤　チヨ様～本人より「レントゲンや頭の写真を撮った結果をまだ聞いていないから聞きたい。服を盗られて無くなってしまった。もうここには居られないわ」と訴え聞かれていました。スタッフの説明には耳を傾け聞いており、切迫感はありません。引き続き精神状態の観察をして下さい。

　　　　　　　　午前中孫様が来院し、小銭入れ(小銭入っている)と荷物、書類を渡しています。おやつと本人の希望でノートを依頼しています。インフルエンザの予診表については「乙供さんへ依頼して下さい」との事ですので、担当スタッフは連絡をお願いします。面会ファイルへ挟めています。

・其田　淑子様～昨夜和田　邦行様と口論していたとの事ですが、トラブルはありません。和田様やスタッフについて不満を話す事があった為、引き続き注意して下さい。

・和田　邦行様～其田様とトラブル無く過ごされ、不機嫌さもありません。引き続き注意して下さい。

・七崎　武夫様～前傾姿勢は無く、食事も摂取出来ています。朝食後より車椅子の自力操作や立ち上がりが見られ介入しています。易怒性はありません。

・浅野　秀子様～前傾姿勢が強くご飯の食べこぼしや薬が口から出てしまう事あり。テーブルや頬を叩く行為は見られません。安全ベルトと体位変換用クッション、前に挟めるクッションは担当で発注を行います。

・大橋　正男様～午前中はホールで居眠り見られています。朝食後に未消化便あり、引き続き様子観察をして下さい。

＜深澤Ｄｒ指示＞

・中川原　一夫様、岩舘　邦子様～同内容で明日の分の点滴が処方となります。

＜田名部Ｄｒ指示＞

・吹越　勇一様～ジャヌビアが明日の朝から17日分処方となります。1/6朝で切れますが、1/4か1/5の小倉Dr診察日に処方頂き、日数合わせをお願いします。

＜皮膚科往診＞

・田野端　忠夫様～右下肢に表皮剥離あり、掻いている様子あり。デルモゾールＤＰ＋ガーゼ保護での処置の指示。

・中川原　一夫様～腹部にデルモゾールＤＰ軟膏塗布の指示。

・和田　すゑ様～タベジールが27日まで継続処方。

・山下　ヨシ様～タベジールが27日まで継続処方。

・眞角　とせ様～改善見られない為、背部はエキザルベへ変更。その他はデルモゾールＤＰへ変更となります。

・堀内　正三郎様～湿疹の掻き傷がまだあり、デルモゾールＤＰ＋オイラックスの指示。

・七崎　武夫様～顔に発赤と洛雪あり、急性湿疹と診断。ロコイド軟膏塗布の指示。

・堀込　孫四郎様～転入後は、ステーションや他室侵入あり多動さ見られています。トラブルに注意して下さい。昼食時には眠気強く、時間をずらし、13：30頃自力で全量摂取しています。引き続き転倒や他者とのトラブルに注意して下さい。

＜転入患者様＞

・堀込　孫四郎様

主病名：混合型認知症

・担当：齋藤・宮川

・要介護3、(期限Ｈ30，1.31まで)

・買い物カード：なし、

・ＬＴセット：Ｂ-①

・食事：粥・キザミ

・義歯：なし

・排泄：一部介助

・入浴：全介助

問題行動

・オムツ外しあり。トイレの排泄の仕方が不潔。過去に誤嚥し意識消失した既往がある為、食事摂取時は見守りが必要。食事摂取量にムラがあり、こだわりも強い。食べこぼしある為、エプロン着用。睡眠はやや不良。

・インフルエンザの予防接種済み

・過鎮静ある為、現在減薬中。内服薬バイアスピリンあり。右顔面内出血にヘパリン軟膏塗布の処置あり。

・退院後は「有料老人ホームひまわりの家」へ戻る予定。

＜褥瘡評価＞

・岩舘　邦子様～前回と変わりなし。引き続き体位変換の徹底と身体状態の観察を行って下さい。

・北向　みつる様～前回と変わりなし。下側が白く硬くなってきている為、明日深澤Ｄｒへ報告し処置を検討してもらいます。引き続き体位変換の徹底と栄養状態の観察を行って下さい。

・和田　すゑ様～前回と変わりなく悪化もない。引き続き体位変換の徹底と血糖値の観察をして下さい。

・高橋　礼子様～良くなってきている。次回良ければ治癒にして下さい。引き続き体位変換の徹底と栄養状態の観察を行って下さい。

・百澤　豊子様～前回よりも小さくなってきているが、栄養状態が悪くなってきている。引き続き体位変換の徹底と栄養状態の観察を行って下さい。

・金田　勇治様～背骨に褥瘡あり、評価6点。本日ご家族が体位変換クッションを持参している為、使用して体位変換を行って下さい。栄養状態が低めの為、ＭＡ-8を1日1本(朝)処方となっています。忘れずに提供して下さい。

・佐々木　助一様～左足ふくらはぎの外側とくるぶし上に1cm×1cmの褥瘡あり。骨ばっている部分の為、クッション等が当たらないようにして下さい。縦の褥瘡は完治しています。

＜薬変更＞

・高橋　礼子様～エビリファイ(12)2Ｔ　2×朝・夕→エビリファイ(16)2Ｔ　2×朝・夕へ変更

・林　恵司様～ゾルピデム(5) 1Ｔ　1×ｖｄｓ　追加

・竹内　恒子様～オランザピンＯＤ(25) 1Ｔ　1×夕→オランザピンＯＤ(5) 1Ｔ　1×夕へ変更

